
目指す生徒像：４Ｓを大切にする生徒「Study Sport Spirit Smile」

時間を守ることで得られる信頼と未来
社会への一歩を踏み出す準備段階とも言える中学生という時期に、ぜひ身に付け

てほしいのが「時間を守る」ことです。校訓である「自立自修」への第一歩です。

時間を守ることは単なるマナーではなく、相手の時間を尊重する姿勢でもあり、

自己管理能力の証です。大人生活に向けた「信頼」という土台です。

世界で活躍する一流のプロフェッショナルは例外なく時間を徹底管理しています。

例えば、野球のイチロー選手。彼は、練習や試合の準備において、１分の狂いもな

くルーティンを貫きました。「ギリギリ間に合う」ではなく「完璧な状態」を保つ

ための時間を逆算し、確保することが当たり前だったのです。彼のプロ意識は時間

に対する徹底した規律から生まれていました。

また、世界的な指揮者であった故小澤征爾氏は、オーケストラの練習で指揮台に

立つ数分前には必ず現場に入り、奏者一人一人に声を掛けていたといいます。これ

は、遅刻しないという以上に、「皆が最高の演奏をするために時間を大切にする」

という、チーム全体への敬意を表す行為でした。その姿勢が、世界中の団員から尊

敬を集め、最高のハーモニーを生み出してきたのです。

これらのエピソードが示すのは、時間を守る行為が、個人の成功と集団の信頼に

直結するということです。

一流のプロフェッショナルとまではいかなくても、社会人のほとんどは、仕事に

関する時間を守ります。特別な天才的な才能がある方は目をつぶってもらえるかも

しれませんが・・・。

ご家庭でも、時間を守ることの社会的な重要性をご自身の体験や職場の現実など

に照らして、時間を守ることの価値を具体的に伝えていってほしいと思います。

①「奪う時間」の意識化

自分の遅刻は「待っている友達や先生の貴重な時間を奪っている」という社

会的な責任を自覚させたい。

②逆算計画の習慣化

出かける時間から逆算し、何分前に身支度を終え、何分前に家を出るかとい

う具体的な計画を自身に立てさせたい。

③「余裕」の価値を教える

５分早く行動することによって得られる「心のゆとり」や「再確認の時間」

がパフォーマンスを高めることを実感させたい。

特に社会においては、時間を守る習慣は周囲からの信頼を得ながら、自信をもっ

て未来へ羽ばたくために必要不可欠です。

中学生にとって学校が社会の縮図ですので、新年度に向けて、遅刻しないこと、

時間を守ることに対するご家庭での十分なサポートをお願いいたします。
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４月と前学期の主な予定

４月 ５月

７日（木）部活動保護者会代表者会
７日（火）新任式・始業式 １７日（日）３年生修学旅行（～１９日）
８日（水）１年生クラス発表 入学式 ２０日（水）２年生校外学習

交通安全指導（ボランティア） ２９日（金）体育祭
１０日（金）身体計測 生徒会入会式 ６月
１３日（月）個人写真撮影、交通安全教室 １７日（水）市郡中総体壮行会
１４日（火）専門委員会 ２０日（土）市郡中総体（～２１日）
１５日（水）市郡教育研究会(４校時限で下校) ３０日（火）前期中間テスト
１７日（金）職員会議 ７月
２２日（水）ＰＴＡ総会、授業参観 ８日（水）教育懇談会・学年ＰＴＡ

全国学力・学習状況調査 ２３日（木）夏季休業（～８／２３）
英語ＣＢＴ、質問紙 三者面談期間（１週間程度）

２３日（木）全国学力・学習状況調査国数 ８月
中央委員会 ２４日（月）課題テスト、実力テスト

２４日（金）天南ソーラン伝承の会 ２９日（土）ＰＴＡ早朝親子奉仕活動
専門委員会 ９月

２５日（土）市郡春季大会（～26日） ５日（土）南中祭
生徒出校日 １９日（土）市郡秋季大会（～２０日）

２７日（月）振替休業日（4/25日分） ２５日（金）前期期末テスト
２９日（水）昭和の日 １０月
３０日（水）生徒総会リハーサル ６日（火）生徒会役員選挙

９日（金）前期終業式

★令和７年度卒業証書授与式★




